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楽しい行事がある二学期がスタート！
夏休みが終わり、いよいよ二学期がスタートしました。

コロナ感染症も、夏休み前は感染者が増加しましたが、今
は少しずつ減少しつつあります。このまま減り続けてくれ
れば、様々な行事はできそうです。この二学期は、１年生
が校外学習、２年生は英語国内留学、３年生は修学旅行が
待っています。みなさんにとっては、中学校生活で一番思
い出に残る行事がたくさんあります。そして、合唱コンク
ールも控えていますよ。とにかく健康に気をつけてがんば
りましょう。
私たちが楽しい行事を控えているのに、そのようなこと

を考えられない人々がいます。ウクライナとロシアの戦いが始まってから、先日半年が
過ぎたそうです。いったいどれだけの人々がなくなったのでしょうか。日本もかつては
同じ状態の時がありました。その時は、ペットまで殺され防寒着にされてしまいました。
その話を始業式に話したことを覚えていると思います。その話を詳しく伝えます。
「キャンキャンと鳴いていたチェリーの声が、今も耳に残ってますね」。岡山市在住の
小高よしこさんが、１９４４年に飼っていた柴犬のチェリーを供出した悲しみを切々と
語ってくれました。当時は十才。暮らしていた地域の町内会長さんが自宅を訪ねてきて、
供出を求められました。父親から「チェリーは北の国の兵隊さんの防寒着になるんだよ」
と伝えられ、「じゃあ殺されるの」と言って号泣したそうです。供出の日、チェリーは
何かを感じたのか、家の門からなかなか出ず、母親が抱いて外に出したそうです。小高
さんは母親と一緒に当時の県庁へチェリーを連れていき、別れた後は二人で泣きながら
帰り、お線香をあげたそうです。ペットを飼っている家庭はたくさんあると思います。
みなさんは差し出すことができますか？無理ですよね。このようなことを強制されるの
が戦争です。これから始まる二学期、みなさんは毎日が平凡な日常の中で、楽しい行事
ができる幸せを感じて過ごしていきましょう。

吹奏楽部が「銅賞」を獲得しました！
一学期でだいたいの部活動では、３年生が引退して夏休

みは受験勉強に向かっていたのではないでしょうか。以前
の学校便りでもお知らせした通り、３年生は様々な部活動
で活躍して、素晴らしい成績を収めてくれました。コロナ
の環境で練習日を縮小したり、マスクをつけながらの練習
で大変だったりしたと思います。でも、その中で一番大変
だったのは、吹奏楽部だと思います。どうしても楽器の演
奏で吹くことの多い部活ですから、コロナ防止のためにか
なり制限を受けてきました。その中でも、心を一つにして
コンクールに向けて頑張ってくれていました。コンクールは夏休み中のため、受験勉強
にも影響があったかもしれません。それでも、毎日練習に励んでいました。夏休みに入
ってすぐに、町田市中学校連合音楽会が開かれ、そこで演奏が披露されました。他の学
校に見劣りすることなく、立派な演奏をしてくれました。そしていよいよコンクール本
番。連合音楽会よりも素晴らしい音色で演奏を聴かせてくれました。見事「銅賞」をも
らい、田中端稀さんは部長としての功績が認められ表彰状をいただきました。ただ、こ
れで終わりではなく、９月１７日（土）の金井八幡神社の例大祭でも午後３時３０分か
らの演奏があります。どうぞみなさんも聴きにいってみて下さい。



桜美林大と生徒会が環境問題でコラボ！
今年の夏は、とても暑かった毎日でした。この原因は地

球温暖化だといわれています。これだけではなく、今地球
はたくさんの環境問題を抱えています。その中でもプラス
チックの問題は、かなり深刻だということをみなさんは知
っていますか？ 私たちは毎日ゴミを出しています。でも
完璧にゴミ処理をしていると、自信をもって言えるでしょ
うか。特にペットボトルのようなプラスチックゴミはどこ
かに落としてしまったり、ポイ捨てしたり水道に流れてし
まったりして、最後は海へと流れて、たまってしまってい
る状態なのだそうです。それらは分解されずにマイクロプ
ラスチックとなり、それを魚が食べて、最後にその魚を人間が食べて自分に戻ってきて
います。計算によると、私たち人間は１週間に約５グラムのプラスチックを食べている
ことになるそうです。その事実を知らせるために、５グラムのプラスチックを使って魚
のアート作品を作成して水族館を作っている団体が、桜美林大学芸術文化学科群ビジュ
アルアーツ専修田中敬一研究室のみなさんです。この方々と生徒会が手を組み、中学生
が作り出すアート作品を水族館に入れてコンクールに出品する企画を実行しています。
夏休み中に数回会議を開いて作品作りの指導を受け、実際に５グラムのプラスチック

ゴミで作品を作成してみました。どんな物ができるかと思っていましたが、なかなかリ
アルな作品ができあがり、中学生の創造性も捨てたものではないなと感じました。なか
なかおもしろい企画なので、美術科の吉田先生にも協力してもらい、美術の時間でみな
さんに作成してもらうことになりました。完成したら、金井中の中に水族館を作りたい
と思います。みなさんも協力して下さいね。

聴覚障がいの方と座談会をしました。
８月２０日（土）に、町田市民フォーラムでＮＨ

Ｋドラマ「しずかちゃんとパパ」の制作に関する講
演があり参加してきました。このイベントは、町田
市が「聴覚障がいが壁となることのない共生社会の
実現を目指して」というテーマで開催されたもので
す。実は、町田市より金井中から生徒さんに参加し
てもらい、座談会を行いたいというお願いがありま
した。今回は１年生にお願いして希望者６人に協力
してもらいました。
イベントは、このドラマを作った方々と、手話を指導した聴覚障がいの方などによる

お話が中心となりました。その中でいくつかびっくりしたことがありました。それは、
手話を多く使うようになったのは昔からではないということでした。以前は、くちびる
や表情を見たり、筆談でコミュケーションをとっていたそうです。私たちは、手話が当
たり前だと思っていましたが、そうではなかったのです。座談会では生徒のみなさんが
いろいろな質問をしてそれに答えてくれました。その中で「手話が通じない相手に、ど
ういった方法で意思を伝えているのですか？」という質問に対して「言葉が伝わらない
外国の方とコミュニケーションをとりたいときに、どうすればいいのかといっしょです。
ろう者だから手話や筆談をしないといけないことはありません。身振りや手振りやアイ
コンタクトでもコミュケーションをとることはできます。ぜひ、皆さんもためらうこと
なく話しかけてもらえたらうれしいです」とのことでした。手話にとらわれず、こちら
が積極的に関わることが大事なのだということを学んだ一日でした。

卒業生の小林美月さんインターハイ優勝！
夏休み中に素晴らしいニュースが飛び込んできました。８月６日
に徳島県の鳴門ポカリスエットスタジアムで開かれていた全国高校
総体（インターハイ）で、本校出身の小林美月さん（東京・明星学
園）が陸上棒高跳びで４ｍを跳び、見事優勝しました。そして、４
ｍという記録は、大会タイ記録という快挙です。小林さんは、金井
中の時も陸上部に所属し、活躍していた生徒でした。棒高跳びは中
学の時から行っており、毎日の地道な努力がこの結果を生んだのだ
と思います。在校生のみなさんも小林さんを見習って努力を続けましょう。


